
［成果情報名］アイガモ受精卵保存温度および保存期間がふ化率に及ぼす影響 
［要   約］水禽（アイガモ）受精卵のふ化率を高めるには、保存温度が１２℃の場合

は２週間以内、保存温度が５℃の場合１週間以内に入卵することが必要である。また、保

存温度が２０℃の場合はふ化がほとんど期待できない。 
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［分   類］技術・普及 
 
［背景・ねらい］ 
 本県において、アイガモ水稲同時作を導入する農家が増加していることから、アイガモ

雛の円滑な供給体制を確立する必要がある。これに伴い、アイガモ雛を払い下げ時期に合

わせて計画的にふ化させるために、受精卵の保存技術の向上が求められている。しかしな

がら、鶏受精卵の保存技術に関する研究報告は多くあるが、アイガモを含めた水禽につい

ては報告事例が少ない。そこで今回はアイガモ受精卵の保存に関して、保存温度と保存期

間のコントロールがふ化率に及ぼす影響について調査した。 
 
［成果の内容・特徴］ 
【ふ卵開始３週目における発育卵率（図－１）】 
・１週間保存では、保存温度による差はほとんどない。 
・保存期間１週間が長くなると、発育卵率が５℃では 45%（y=-45x+141.33）、２０℃では

39%（y=-39x+115.33）低下し、１２℃の 11%（y=-11x+108）と比較して低下が早い。 
【発育卵に対するふ化率（図－２）】 
・１週間保存した場合、保存温度が５℃（ y=-29.583x+102.92 ）および１２℃

（y=-12.234x+89.146）ではふ化率の差はほとんどないが、保存期間１週間が長くなると、

発育卵率が５℃では 30%、１２℃では 12%低下する。 
・１週間保存した場合、保存温度が２０℃（y=-17.442x+46.512）ではその後ふ化する受精

卵が半分以下である。 
・３週間保存した場合、保存温度が５℃および２０℃ではすべてふ化しなかった。 
 
［成果の活用面・留意点］ 
・保存温度は１２℃で、採卵後２週間以内に入卵する。 
・アイガモ雛の払い下げ時期に合わせた、計画的なふ化が期待できる。 
 



［具体的データ］ 
表－１ 試験区                   １区：２５個×２反復 

保存温度 ５℃ １２℃ ２０℃ 

保存期間 １週間 ２週間 ３週間 

       ※保存温度、保存期間をそれぞれ組み合わせて、計９区分について調査 

       図－１ ふ卵開始３週目における発育卵率 
       

           図－２ 発育卵に対するふ化率 
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